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「学年通信」は、生徒の皆さんが読み終わった後、必ず保護者の方に渡してください 

なぜ勉強せねばならぬか、遠藤壮年は考えた 

学年主任 遠藤祐也 

 ２年生の前期が終わりますね。学年集会でも話題にしましたが、３年生の２・３月は学校にほぼ登

校しないため、本校の３年間は３４か月。もう折り返し地点を過ぎています。勉強に対する熱量に個

人差が表れている頃かと思いますが、「勉強（特に高校の勉強）は何の役に立つのだろう？」「勉強は

何のためにするのだろう？」ということについて考えたことありませんか？ 

 「log10100」円という値札のついている駄菓子屋さんはないし、「勿入芝生」という看板が掲げて

ある公園もありません。ゆえに、「高校の勉強は役に立たない」けれど「勉強は進路実現のため」に仕

方なくする、と考える人もいるのではないでしょうか。かく言う私もそういう高校生でした。 

 遠藤少年から遠藤壮年になった今、先の質問について考えてみると、遠藤少年の時とは異なる答え

を導けます。まず、「高校の勉強は何の役に立つのだろう」という問いです。この問いにはまず「『何

の役に立つ』の『何』とは『何』を指すのか？」という別の問いを解決しなければなりません。例え

ば「何」を「最低限の実生活」と定義した場合、「高校の勉強は実生活において概ね役に立たない」が

正解になるでしょうか。数的能力であれば、四則演算ができれば実生活では困らないでしょうし、私

が教えている国語だって古典分野はまず役に立ちません。漢字だって読めれば十分、書くのは PCや

スマホの変換機能に任せておけば実生活では何も困りません。英語だって google 先生があれば大体の

の内容は理解できます。 

しかし、「何」＝「豊かな人生」と定義すると、「役に立つ！」と言わざるを得ません。「高校の勉強

は何のためにするのだろう？」という問いに対して「豊かな人生を送るため」という回答をいったん

正解としましょう。「高校の勉強は豊かな人生を送るためにする」、ということになりましたが、これ

とて十分な答えではありません。「豊かな人生」の定義は何でしょうか。とりあえず「物事の善し悪し

を筋道立てて考えることができ、小さなことにも感動でき、生きていることを楽しいと感じられる人

生」とでもしておきましょうか。 

 世界に横たわる諸課題は様々な事情が入り組んでおり、その解決は容易ではありません。解決策だ

ってひとつとは限りません。例えば、我が国における少子高齢化にしても様々な事情を内包し、解決

策の正解が何なのか、正直誰にもわかりません。政府の少子高齢化政策を野党は批判しますが、政府

の少子高齢化政策がなければもっとひどい状況になっていた可能性もまた排除できません。 

高校の勉強は小中学校のそれと比べるとずっと内容が高度で難解になるとはいえ、多くの場合、「正

解」が存在します。その「正解」に向けて仮説を立て、考えたり実験したりしながら、仮説の精度を

高め「正解」にたどり着く、そのプロセスを学んでいるのです。そしてその手段が各教科の学びなの

です。「正解が存在する課題」を解決できない人間に、「正解のない世界や人生の諸課題」を解決でき

るわけがありません。また、実生活では使うこともほとんどない内容も教科を超えてどこかでつなが

っているものです。いまは芽が出なくても「知識」という種さえ蒔いておけば、どこか思わぬところ

で発芽のスイッチが入ることがあり、小さな感動を覚えるという経験をこれから間違いなくします。

そういう小さな感動を楽しめる人生って、素敵だと思いませんか？「進学のため」の勉強も悪くない

ですが、進学や就職後の人生は６０年も７０年もあります。より長い人生を「楽しく」過ごせる方が

幸せじゃないですか。すぐに成果は出ないけれど、勉強は人生への投資ということです。 



 

青春の思い出 

６組担任 野中 涼  

この学年通信の配布されるのは９月２０日。先週に第 2回定期試験も終わり、２年生の前期

が終わろうとしている頃です。そして２年生の前期が終わるということは、皆さんは高校生活

の半分を終えようとしているということになりますね。「高校時代」という言葉は青春の代名詞

のようなものですが、皆さんの人生における「青春の思い出」はもう半分は作り終わっている

ということになります。 

当然ですが、私にだって高校時代の思い出はあります。今でも交流のある同級生もいて、夏

休みには久しぶりに帰省した彼らと飲みに行き、昔話に花を咲かせたりもしました。そこで気

がついたことは、自分の高校時代の印象的なシーンというものは、案外他の誰かにとっても印

象的なものとして記憶されているということです。「あいつ１年のとき数学の授業でマジギレさ

れてたよな(野中のこと)」とか「あの先生はいつも物理の授業でワンピースの話をしてたよな

(今福先生のこと)」とか、おおよそ人生に必要でないことばかり皆の脳裏に焼き付いていて、そ

んな話をする度に「楽しかったね、もう１回高校生やりたいね」なんて皆で言うのです。しか

し、よく思い返してみればそんな楽しいことばかりしていたはずはなく、毎週の課題に追われ

ながらギリギリの毎日を送っていたはずだし、部活では「痛くないビンタの受け方のコツ」な

んてものをみんなで共有していました。色んな場面でいっぱいいっぱいの生活だったはずなの

に、今となっては「楽しかった」なんて言うのは、思い出補正がかかっているからなのか、そ

の経験が今の糧となっていると思えているからなのか、理由は分かりません。 

ともかく、今生徒の皆さんは我々が楽しかったと振り返るそんな「あの頃」を過ごしていま

す。そんな羨ましがられるようなものじゃないと思うかもしれませんが、今経験していること

の価値や意味なんてものは、得てして終わってから気がつくものです。騙されたと思って、勉

強も部活も学校行事も前向きに一生懸命取り組んでみてください。そうすれば、いつか振り返

ったときに「辛いことや苦しいこともあったけど、全部ひっくるめて楽しい高校生活だったな」

と思えるはずです。 

１０月の主な行事予定 

   １０月 ２日（月） 後期開始 服装調整期間（～３１日） 

   ３日（火） ▼カセット  

７日（土） 土曜講座（1.2 年） 

1１日（水） ▲カセット 午前 4 時間 5 分短縮授業 

昼 SHR・清掃⑤⑥授業公開  

神無月文化祭（放） 

16 日（月） ⑥⑦ミニ大学 （5 校時後清掃） 

1７日（火）  ▲カセット 

１７日（火）～１９（木）  PTA 登校時マナーアップ運動 

21 日（土）～22 日（日）新人大会 

2６日（木） ▲カセット  SOW 日本科学未来館訪問（理数コース） 

2７日（金）～28 日（土）進研記述模試 

30 日（月） フードドライブ（～11/１０） 

31 日（火） ▲カセット   植花作業（放） 


